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 災害
さいがい

に強
つよ

い八重瀬町
や え せ ち ょ う

を目指
め ざ

して！ 

平成
へ い せ い

24年度
ね ん ど

 白川
し ら か わ

ハイツ避難訓練
ひ な ん く ん れ ん

 
 

     

～自分
じ ぶ ん

たちの地域
ち い き

は自分
じ ぶ ん

たちで守
まも

る～ 
 ひとたび大

だい

規模
き ぼ

な災害
さいがい

が発生
はっせい

したときには、公的機関
こうてききかん

の対応
たいおう

「公助
こうじょ

」だけでは限界
げんかい

があるため、

住民
じゅうみん

一人ひとりが自
みずか

らの身
み

を守
まも

る「自助
じ じ ょ

」とともに、普段
ふ だ ん

から顔
かお

を合
あ

わせている地域
ち い き

や近隣
きんりん

の

人々
ひとびと

が互
たが

いに助
たす

け合
あ

う「共助
きょうじょ

」が欠
か

かせません。 

 そこで今回
こんかい

は、地域住民
ちいきじゅうみん

の防災意識
ぼうさいいしき

の啓発
けいはつ

や、災害時要援護者
さいがいじようえんごしゃ

の見守
み ま も

り支援体制
しえんたいせい

を推進
すいしん

し、災害
さいがい

にも強
つよ

い地域
ち い き

づくりを目的
もくてき

に避難訓練
ひなんくんれん

を実施
じ っ し

しました。 

平成２４年３月２９日 



 

 
 

日 時
に ち  じ

：平成
へいせい

２５年
ねん

３月
がつ

２４日
か

（日
にち

）午前
ご ぜ ん

１０時
じ

～ 

場 所
ば  し ょ

：白川
しらかわ

ハイツ自
じ

治
ち

会館
かいかん

、自
じ

治
ち

会広場
かいひろば

、中央公園
ちゅうおうこうえん

 

対象者
たいしょうしゃ

：白川
しらかわ

ハイツ住民
じゅうみん

 

内 容
な い よ う

：①避難訓練
ひなんくんれん

 

    ②防災講話
ぼうさいこうわ

「家庭
か て い

での防災
ぼうさい

・火災対策
かさいたいさく

について」 

     講  師
こ う   し

：市民防災
しみんぼうさい

アドバイザー 金城 
きんじょう 

正勝
まさかつ

 氏
し

 

 

  

     

  白川ハイツ自治会 山内平三郎会長 

白川ハイツは、八重瀬町で初めて自主防災組織を立

ち上げました。  

災害時要援護者の避難呼びかけ、避難支援を 

近隣住民の方に行ってもらいました。 

訓練開始前のセレモニーであいさつをする 

八重瀬町社会福祉協議会 神谷榮助会長 

防災倉庫の備品搬出シュミレーション 

車イスの方も積極的に参加してくれました。 避難呼びかけを聞いて、住民の方々が避難所へ移動し

てきました。 

○1  ○２  

○４  ○３  

○６  ○５  



避難所では班ごとに整列し、班長が安否確認の点

呼を行いました。 

白川ハイツ育成会によるカレーの炊き出しも行われま

した。 

防災倉庫に整備されている備品を活用し、負傷者

の搬送訓練を行いました。 

保健師さん、地域のボランティアによる応急手当の 

デモンストレーションを行いました。 

講師：市民防災アドバイザー  金城 正勝 氏 

 

 

 東日本大震災での死亡者数約２万人のうち、６５歳以上が５４．４％、障がい者の死亡率は健常

者の２．５倍だったということからも、高齢者・障がい者が災害弱者であり、行政の助けが来る前

の早期の支援が重要だと言えます。そこで今回の避難訓練では、災害時要援護者の避難支援を重点

におき、白川ハイツ自治会と計画を進めました。 

 今回は障がいのある方３名へ事前に参加確認を行い、近隣住民、自衛消防隊員へ避難呼びかけ・

避難支援の協力をお願いしました。障がいのある方にも積極的に参加してもらうことで、災害時に

はどのような支援を必要としているのかを近隣の方に知ってもらい、支援体制づくりにもつながっ

ていくと思います。 

「災害時に頼りになるのは、遠い身内より近くの他人！」日頃からお互いが顔の見える関係づくり

をしておくことが災害に強いまちづくりの第一歩です。  

避難訓練後の防災講話、みなさん真剣に聞いてます。 

○７  ○８  

○９  ○10  

○11  ○12  

～事務局より～ 



 

『白川ハイツ避難訓練アンケート』集計結果 
 

 

対象者：白川ハイツ避難訓練参加者   
 

結 果：配布数・・・８０部  回収・・・１２部  回収率・・・１５％ 

 

 

 
 

４０歳代 ・自分の事でいっぱいでしたが、周りの方が年を取った方が多かったので、ビックリ 

      でした。大人は多かったのですが、子供の数が少ないと思うので、もっと訓練が 

      必要だと思いました。 
 

５０歳代 ・自治会館からの放送が全く聞こえない、何を言っているのか分からないという声が  

      多く聞かれたので、早めに改善してもらいたい。中央広場に集って、それから自治  

      会館に集まるのは少し大変な人も多いかなーと思った。 
 

５０歳代 ・今日は良い訓練になりました。今後は防災対策のバックも準備して持って来るよう  

      にしたいと思いました。 
 

５０歳代 ・訓練を年１～２回ぐらいはしたい。 
 

６０歳代 ・連絡系統を訓練する必要がある。 
 

６０歳代 ・自分自身、訓練だと思って緊張感がなく、集合場所へもゆっくり歩いていた。着い  

      てからもお互いにおしゃべりしたりが多かったように見えた。自治会館での講話は 

      良かった。起こったことと思って、各自が真剣になって行動するように事前にもっ 

      と強く指導する必要があるのでは・・・と自分自身の反省も含めて。ガス、電気、 

      戸締りは？ 非常用品、飲食物を持参したか等のチェックを挙手でもやった方が良 

      いのでは？と思う。 
 

６０歳代 ・避難場所やストレッチャーの使用を体験できてよかったです。 
 

６０歳代 ・年２回ほどしないと身につかない。救護用具の使用方法の訓練や、救護用具の場所 

      避難場所の習熟等の為にも、白川ハイツのみでも実施の必要がある。本日はスムー 

      ズな訓練ができた。 
 

７０歳代 ・今日の訓練は大変意義あるものであったと思います。これからも３年に１度ぐらい 

      は行って住民生活の１つに持って行ったらいいと思います。  

      入居して３５年も過ぎて、お互いに歳を重ねたなぁと思っています。体を動かす事    

      も大切だと思いました。 
 

８０歳代 ・広報がはっきりしない   

 

 

訓練後の感想、意見 

≪白川ハイツ避難訓練アンケート集計結果より≫ 
  

「家庭で防災対策をしているか？」との問いに、「している」と答えた方は、１２名中わずか２名

で、残りの１０名は「していない」と回答。「どのような対策をしているか」では、煙探知機・消

火器を設置しているとのことでした。  

 東日本大震災後、ホームセンターなどでは防災グッズコーナーが設置されていますが、家具の固

定など転倒防止策を行っている家庭は、まだまだ少ないように思います。今回の避難訓練後に行わ

れた防災講話では、家具の固定方法についても取り上げられました。これを機に転倒防止策を行う

家庭が増えることを期待します。また、本会でも広報などを通して、転倒防止策の重要性を周知し

ていきたいと思います。 



目 的
もく てき

： 防災
ぼうさい

への知識
ち し き

を習得
しゅうとく

し、いざ災害
さいがい

が発生
はっせい

した時
とき

に「自分
じ ぶ ん

たちに何
なに

ができるのか」また、 

    「日頃
ひ ご ろ

から何
なに

を準備
じゅんび

しておくとよいか」を学
まな

び、助
たす

け合
あ

いの関係
かんけい

づくりを構築
こうちく

する事
こと

を 

    目的
もくてき

に開催
かいさい

しました。 

 日 時
に ち  じ

：平成
へいせい

２４年
ねん

７月
がつ

３１日
にち

（火
か

）午前
ご ぜ ん

１０時
じ

～ 

 参加者
さんかしゃ

：町内
ちょうない

の小学生
しょうがくせい

１３名 

 内 容
ない よう

：①ボランティアについて 

     ②皆
みな

で楽
たの

しく防災体験
ぼうさいたいけん

 

      新聞紙
しんぶんし

でスリッパ作
つく

り、毛布
も う ふ

で担架
た ん か

、 津波
つ な み

の紙芝居
かみしばい

 

     ③沖縄市
おきなわし

防災
ぼうさい

センターにて研修
けんしゅう

 

     ④地域福祉
ち い き ふ く し

（活動
かつどう

）計画
けいかく

について 

 毛布を担架代わりにして、ケガ人の搬送体験を     

 しました。 

参加者全員が震度３～震度７の揺れを体験しま 

した。 

紙芝居「津波だ！いなむらの火をけすな」を参加

した小学生に朗読してもらいました。 

自分たちの住んでいる地域について、困っているこ

と、改善してほしいことなどを話し合いました。 



 

 

 

 

目 的
もく てき

： 近年
きんねん

、日本国内外
にほんこくないがい

で自然災害
しぜんさいがい

が頻繁
ひんぱん

に起
お

こり、多大
た だ い

なる被害
ひ が い

をもたらしています。 

    去年
きょねん

の３月
がつ

にはマグニチュード９．０を記録
き ろ く

した世界
せ か い

最大級
さいだいきゅう

の東
ひがし

日本
に ほ ん

大震災
だいしんさい

が発生
はっせい

し、 

    地震
じ し ん

や津波
つ な み

などにより東北地方
とうほくちほう

を中心
ちゅうしん

に広範囲
こうはんい

に及
およ

ぶ甚大
じんだい

な災害
さいがい

をもたらしました。 

     そこで、本研修会
ほんけんしゅうかい

では、防災
ぼうさい

への知識
ち し き

を習得
しゅうとく

し、いざ災害
さいがい

が発生
はっせい

した時
とき

に、「自分
じ ぶ ん

 

    たちに何
なに

ができるのか」また、「日頃
ひ ご ろ

から何
なに

を準備
じゅんび

しておくとよいか」を学
まな

び、助
たす

け合
あ

 

    いの関係
かんけい

づくりを構築
こうちく

することを目的
もくてき

に開催
かいさい

しました。 

 

                     日 時
に ち  じ

：平成
へいせい

２４年
ねん

８月
がつ

２日
か

（木
もく

）午前
ご ぜ ん

１０時
じ

～ 

                     参加者
さんかしゃ

：町内
ちょうない

に在
ざい

する中学校
ちゅうがっこう

・高校
こうこう

の生徒
せ い と

 

                     内 容
ない よう

：①ボランティアについて 

                         ②講話
こ う わ

「東日本大震災
ひがしにほんだいしんさい

あの時
とき

・・・ 

                              みんなに伝
つた

えたいこと」 

                          講師
こ う し

：大橋文之氏
おおはしふみゆきし

、桜
さくら

井
い

哲也
て つ や

氏
し

 

                         ③沖縄市防災
おきなわしぼうさい

センターにて研修
けんしゅう

 

                         ④地域福祉
ち い き ふ く し

（活動
かつどう

）計画
けいかく

について 

                         ⑤防災
ぼうさい

クイズ＆クロスロードゲーム 

東日本大震災当時、福島第１原発で作業をしてい

た大橋さんと、福島県で被災した桜井さんに震災

当時の状況をお話ししてもらいました。 

沖縄県に一台しかない地震体験機で、震度３～ 

震度７の揺れを体験しました。 

被災者の生の声を聞くことで「沖縄に住んでいる

自分たちが、今できることは何か」など、被災地

や被災者、防災について、より真剣に考えるきっ

かけになりました。 



 

 １．グラッときたらまず、身
み

の安全
あんぜん

  

   落下物
ら っ か ぶ つ

を防
ふせ

げる場所
ば し ょ

に隠
かく

れて身
み

をまもります。 

 

 ２．火の始末
し ま つ

をする 

   火
ひ

を消
け

す、ガスの元栓
もとせん

をしめる、コンセントを抜
ぬ

くなど 

   使
つか

っている調理
ちょうり

用具
よ う ぐ

の特性
とくせい

を知
し

っておきましょう。 

 

 ３．ガラスの破片
は へ ん

に注意
ちゅうい

！ 

   モノが落下
ら っ か

して壊
こわ

れた後
あと

は、裸足
は だ し

で歩
ある

かず、厚手
あ つ で

のスリッパや 

   運動靴
うんどうぐつ

を履
は

いて行動
こうどう

しましょう。 

 

 ４．窓
まど

や戸
と

を開
あ

け、避難口
ひ な ん ぐ ち

の確保
か く ほ

を 

   大
おお

きな地震
じ し ん

では戸
と

や窓
まど

がゆがんで開
あ

かなくなることがあるので、 

   すぐに戸
と

を開
あ

けるなどの対処
たいしょ

をしましょう。 

 

 ５．電話
で ん わ

は地震後
じ し ん ご

すぐに最小限
さいしょうげん

に  

   地震
じ し ん

の揺
ゆ

れがおさまってすぐは電話
で ん わ

が繋
つな

がる場合
ば あ い

がありますが、 

   時間
じ か ん

が経過
け い か

するにつれ繋
つな

がりにくくなりますので、 

   災害用伝言
さいがいようでんごん

ダイヤル・スカイプなどを活用
かつよう

しましょう。 

 

 ６．外
そと

に逃
に

げる時
とき

は慌
あわ

てない  

   地震
じ し ん

の揺
ゆ

れは１分
ぷん

程度
て い ど

でおさまることが多
おお

いので、周囲
しゅうい

の状 況
じょうきょう

を確
たし

かめてから行動
こうどう

し 

   ましょう。 

 

 ７．ブロック塀
べい

や電柱
でんちゅう

、屋根
や ね

瓦
がわら

の落下
ら っ か

に注意
ちゅうい

！ 

   移動時
い ど う じ

、余震
よ し ん

がおきた場合
ば あ い

、上
うえ

から何
なに

が落
お

ちてくるか分
わ

かり 

   ません。落下
ら っ か

するようなものがないか、注意
ちゅうい

して行動
こうどう

しま 

   しょう。『電線
でんせん

には近
ちか

づかない』なども基本
き ほ ん

です！ 

   また、家
いえ

の近
ちか

くの広場
ひ ろ ば

・公園
こうえん

など、安全
あんぜん

が確保
か く ほ

されやすい 

   場所
ば し ょ

を調
しら

べておきましょう。 



  

 ８．隣近所
となりきんじょ

と連携
れんけい

して、救 出
きゅうしゅつ

・救護
きゅうご

を！ 

   隣近所
となりきんじょ

の安否確認
あんぴかくにん

をして、 協 力
きょうりょく

して倒壊家屋
とうかいかおく

、転倒
てんとう

家具
か ぐ

の下敷
し た じ

きに 

   なっている人の 救 出
きゅうしゅつ

・消火活動
しょうかかつどう

にあたりましょう。 

 

 ９．自宅
じ た く

を離
はな

れる場合
ば あ い

は電気
で ん き

・ガスの安全確認
あんぜんかくにん

 

   電気
で ん き

のブレーカーを落
お

とす、ガスの元栓
もとせん

を 

   しめる。漏電
ろうでん

・ガス漏
も

れでの二次
に じ

災害
さいがい

を 

   防
ふせ

ぎます。 

 

 10．情報収集
じょうほうしゅうしゅう

をしましょう！ 

    大きい地震
じ し ん

の後
あと

は、余震
よ し ん

で家屋
か お く

が倒壊
とうかい

する恐
おそ

れもあります。また、 

    ライフラインが途絶
と だ

えると食 料 品
しょくりょうひん

や水
みず

などが手
て

に入
はい

りにくくなります。 

    ラジオなどで情 報 収 集
じょうほうしゅうしゅう

をしましょう。 

 

自分
じ ぶ ん

だけが理解
り か い

していても何
なに

もなりません！あらかじめ家族
か ぞ く

で話
はな

し合
あ

っておくことが大切
たいせつ

です。昼
ひる

と夜
よる

、寝
ね

ている時
とき

などに地震
じ し ん

が起
お

きたとき、それぞれのパターンを想定
そうてい

しておき

ましょう。 
 

１．家
いえ

の中
なか

ではどこが安全
あんぜん

か確認
かくにん

し、共通意識
きょうつういしき

を持
も

つ。 

 

２．避難場所
ひ な ん ば し ょ

や避難通路
ひ な ん つ う ろ

の徹底確認
てっていかくにん

。 

  ※いくつかのパターンを想定
そうてい

して 行
おこな

いましょう。 

 

３．離
はな

れた時
とき

、家族間
か ぞ く か ん

の連絡方法
れんらくほうほう

や集合場所
しゅうごうばしょ

を決
き

めておく。 

 

４．子
こ

ども、お年寄
と し よ

りの避難方法
ひなんほうほう

を決
き

める。 

 

５．非常時
ひ じ ょ う じ

持 出 袋
もちだしぶくろ

をどこに置
お

くのか、誰
だれ

が何
なに

を持
も

って 

  いくのかを決
き

める。 

あらかじめ 

家族で 
話し合っておこう 

（参考資料：じゃんがら会） 


